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はないような試喰峰什か悛し　それに従って長時向運征をほフこ
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り得ら九る通風動こよ･バ発電檎は嘱釦院倅幻
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ｱ旛歯ｑか麹端反ぱへ･)更に,1一時空気測眺が岳くよ纏を
jLア￥の后はエ倍加巾つ庇れを得るＪらμなる．樅っマこごめルド
は我老女７肩行中け{ﾉ元参りヽ冷却遡恥受を与へる尺がマ,匈廊刊ファ
八内果し朋陽射こ囲うる･呼が｀乃乱φｙと忖が匈㈲回蔵の
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康之.訪参頴)こめよう尺し了㈲寸鴬(マ竹７は大陽脈啓物ぺ利用さ
れる暦力差は暦亘り追分入芝い処Ｆμシュヲうドを用し咀場合で全拝
り有効加力差の約匹ヤむ/ヽ叩直ﾚヰｴﾆﾝｼﾞし宣淵非気寸ろ場昏で
々ノタヒり彭ビ‰却封イゐる，　　　　　二
次タ蘆時り高性向齢竹けろようにｙの気
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F-/げJT/マッしフサの入夕煩釦)応款左厠いて高度タクタ刀づ逮
度zバッハ圧副該代々,ク刀づ速度えぶマッノＶ崎:の各部．胞気
満軋犀批流軋光復左尿鉢気状鵬7於り７厄前吻頑物ヒバヴ
ＲＰＭ／)場合マ計享すると才ろ/バ表及:び｀オ2.□表ブ)額くなる・
ゴごに番号を付し刈軸ｱ空気罰路の各部は勃２ツタ図/マ蓼す機体のエ
しジこン・コンパーリヰ心向ｎ下記・場㈲左指す。
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　裂並／)高株能愉岫りて氷に飛　行発前哨寸前記4'乙夕バ２出述
　べ尺よらｇ倚却空気系細端轄ルマ荷備１･札、同節帽に示し尺志度
　及阿塞兜の広範鮒７便所芝れろ．ス略婆浙／)召柏閃謳兜廊居ぞ
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　的許容出町庖糾こと/縫電檄設計粕よヽ勿諦柿本／)設計者尽七斯早ツこ
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(んit 5Pot )大彰に認即｀ら発剔畝勁眸が歌側もまホヅ
下・ベダッりこ冶朱ｌ丈丈ﾚ､場汗？な訓tろべ３でヽ石乱
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聯句創立７７は匍報哨肺伽引僕で高る場合ヽが多しゅらま図八
５と吋乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II゛
従元丈聯X険価い７μ柏㈱冲桐はアスベ｀朴布芋ろ雖防
雪○燧愉麹蝕分畳へ四弗pもアスベスり計ヅに蝕縁
合に上記推剤導く條絆な四､しス伺現仕の糾釧邨計μ
ぷ引バろこと芦ﾉ呼でみろ．
八単ざうな試膜装置励樹測牙茲剖和バ働則ド斗求力ｋ高皮．
　　　　　　　　　　　　-賢一
　　定袖司表ぞ啼吃し７勃2./｡ // 図陶ぐ幻側面明度起音恵残ヽト
　　づ付心帽勁れてゐるぞ９捨例㈲)のヽめり吉示竃ご・つそ題
　　務の利生に鋼リが縁気系統･趙えz.２ど２バリ引方式ヽとし
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　　jす;タノ刀うヽ／パッハぞ囲抄鴬散おタがＭ司万鯨l汐と
　　ル冒//了が/川卜図平慨グ与へられることにｇヽりヽら嵩皮党
　　膳図匍紹っ７最大又jヽベレ･似)出１が似せ｡ることがylる。スホ2./
　　之表によれば｀衣汐加刀づ乏zクマタハ？は//ｊを印,７か/仙の
　　聯胞気が与へ冰る匹最尺ぶ吋心をとれと心胆。
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t 2.2凛　通肆田生
　§2．2． j　　通風現象
　　第2．２、」図にj既空磯用強制空冷式発電機り）代表的例り）陥らヒされした
　　断面（交流発電撒の場合）苦示す・
　　冷却空気は把覗磯入口出口向に加えられ七通鼠劉ﾆＪレベ　スzヽ､・うト
　　⑤jヽら聚電橿に入りヤヤツフ・の凶ど威敢･さ氏そうｆに可境
　　軸八っ申墜軸り）内外にかれて軸方向に豊乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸外周を豆る監
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気は⑧－○向でヽ
　ｉ　ｉ　　　心　　６　　　c c
第２よ/図航き磯甲発収穫内､Ｑ冷却か気走路
ベアリこ･グ。刷
子，スIDソプリ
ンクヘ整流子等
の周回を通‘ち
○-○池にば
更にスデータ背
鄙と蜘娘部に分
れく励磁緒を厘
り，主発９慌郎(口)一面向でも再び･か：バデ一タ牛卸，を腺郷及,沁味，
磁極向の函いてゐる型ぐ)七φではこめ宣圈を通っ乙吐出口から外司
に放出される。尚冷却甲フア川講蔵寸る悪電借ｔは芒のそ生批
カバヰ郎からの通凪圧に加はっご　冷却咎気を塞遮すろごとになる。
こヤ)堅気おだ呟礁錐を通５向に強制対馬こンベ看ヽ部り)発生熱量に
その接触表面ヵヽら冷却空気中にｲ云胆された覗機噂郎にこ持式られる。
また　この豊気は回転俸の周卦を差遣寸心，らその速度は通朧圧によ
　　　　　　　　　　　　　　ーりー
る軸方向濯分のゐむらず　円周方向にも与えられ結局そｄ)琉れは螺炭
㈹にＵ‘つてゐる．
他ち中な軸沁を通過寸乙冷却訟んこよロータの化㈲隔一部狐乙の内側
ヵ｀ら吸収しながら濃み最甜に駆幅例ベアりングの両側へ(J)田口から輔
かこ出て前記と同様愁脆機芦ﾄに放出され｀る、での豚運鮒豹すにＪつ
ては､その許溶制限温良までヽに7J:£駆動側べヽアにプ゛をそめ芦北換板を
通じて未だ比較的加熱さ札てゐこい空気ﾚご妓却寸るのて倆Ξが、又
ころ構造でヽに引割空気の嵐圧をベアリングの両面が平衡して受けろご
とに江り心通風足０高し湖でヽ七ベアトブ効プリースを吹さ出丿也
る心配が限い・
以£が見既聯心の冷即宣気声通巡けろ際の概要で帚ろバこれヵ､ら判ｌ
ようにその通風現象にげ鮑な管内の流社でヽは征くて
い１で)モり)通訟ユ直列に屯並列にも拶雑2孤形猷ｊとし（乙わ､こそ浙良
　　　体教抗七部分的に夫々異なる．
く♭バトト夕二川恥欧し乙ね乙から冷却加鉄の有効逓柏ユぞの軸方削
　　成分と切線方向堤分図ベクトル尋言なる．又発電概ヽが冷却フア
　　　ンを自戴１る瑶含に勿論てヽ･の３が、そ双のない場合ぐもロ一ク
　　　一回釈により発電椛内に瓦力が発斗しそ札おりヽｊμヽらの冷却息
　　　気遠既圧と㈲係して本米q:)えｔを助ヴ又}エ訪げぶ場合がぷる、
に･)懸図声部の損失､こよろ老熱μ強制対次回よって冷却雙気に試
　　　胆jれて湿農が上るヵヽらそり京畿が炭０り亘風ｊ(壇量ご)に影
　　　響を及ぼ゛すことが考えられる．
狐どの考慮すべき要表が嗜へられる．
以､下これら徊りか厄朧特性ゴ孵£与へろ２加煙想きれろふ要大
を実測㈲こ則して尽京しそごに乏配心ま則蚕茫出し乙実印二適半
　　　　　　　　　　　　　　一加-
１可能ね;痢係式‘を爪為るご と｀を老え匹
否２､２.２　基本式
　丿二崖し7こように和芭禍内肺の冷却免訴四流れμ多くの複雑Tg現象£合
　んごゐるが今これ£内印に回組体も脆熱澱もない断面一泉めダクトに
　帳郵映踊非､としての冷却空気を元生と仮泉して通風特性£秀えてみ
　る。
幽妙式から
　　‾Ｗ‾＝＝ｒ･Ａ・び
ぺ1レヌう則から
　ｙ汀甲
改に習‾＝ぶ√座Ｔ石‾‾丁？
　　ニゐ1丁乙‾‾F－－一一－一一一一－－一一一一(２,２./j)
-｀）
- ごにＷ丿よ通風管
ス　阻
??
　ｒばタフト内望気の急度
　んユ断面才気
　びは胤ir
　既μ,ぞ乾布入口ご'の価yし
゜骨　　一一一一一一－　一一‾‾‾一一一八{2.2,2.
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の浸階に拾いて　での高友礎悋レf廿卜3こｔ力咄末ろ．助二の高方瓦
格図夜の群仰師
友乞Ｌけ二にとは今弟に六きれμ課迦ヒ肘乱
疋現柾の柿料及び吟却ち茲乞用し四限リトノ)発電銭の粳号にい釘ドル
載ｎ航を代／)鮒引唯紆にび限応ヽがあることを述べた力唄ｲぶ゜７･に一応
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剃IK冷方火を強制淘冷右大汁:かり等引jば力らないものヒだ心れる．
然しその場今に於いエも冷や媒体ﾉ)紬ぺから洵にかわるのみで熱涙散の
械措は繋印的には支はらないから本研児の砧果Ｅ適用J゛ろことか咄末l;.
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